
成
果
指
標

31.20 33.50

　

□ その他

■ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

32.00 32.00 32.00

具体的な対応策等

92.00 92.0096.00 92.00

92.00

単位

27.60

32.00

所属長 教育部長　松村　一

５．二次評価（所属長の見解）

文化芸術活動について、市民が取り組む文化活動を支援することで満足感を高める事業を推進する必要があ
る。郷土の偉人に関する取組は、深谷市出身の畠山重忠の事績や人物像を引き続き顕彰し、その時代の地域史
について広く周知するための事業の実施を検討する。文化財の保存・活用に対する重要性が高まっていること
から、文化財の保護を充実させるとともに観光行政とも連携し、活用を図る取組を検討する。

渋沢栄一が新１万円札の肖像となり深谷市への注目も高まっている今、市内外に向け各種情報媒体を活用した情報発信により、渋沢栄一のみな
らず、畠山重忠などを含めた郷土の偉人の功績を伝える事業展開を推進する。また、市内の児童生徒向けに郷土の偉人を身近に感じられる学習
機会の検討・充実を図っていく。幡羅官衙遺跡、旧煉瓦製造施設等の文化財については、適切に保護するとともに、計画的な保存・活用を行
い、深谷が誇る歴史や文化を継承する取組が重要であり、長期的な展望をもって推進していく。

92.00

92.00 92.00

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

文化振興については、多くの市民が文化芸術に触れる機会の提供を行うとともに、文化施設の適正な維持・管理に努めた。無形民俗文化財の後
継者育成を行う団体においては、コロナ禍及び少子高齢化の影響を受けながらも団体の維持・継承に努めた。また、旧煉瓦製造施設ホフマン輪
窯６号窯の保存修理工事、展示公開に向けた展示設計業務および（仮称）旧煉瓦製造施設管理活用棟建設等の工事設計業務を行った。引き続
き、幡羅官衙遺跡や旧煉瓦製造施設等の文化財の保存・活用を推進していく必要がある。

評価者 文化振興課長　知久　裕昭

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

92.00

　

現状維持

2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

小項目 3

％
深谷市民まちづくりアンケート

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

無形民俗文化財の後継者育成を行う団体の割合
％

無形民俗文化財の後継者育成を行う団体数

32.00 32.00

指標名（上段）区
分

令和9年度

　

　

総
合
計
画

大項目 2 次代を担う人と文化を育むまち

中項目

上段は目標値（令和4年度は前期基本計画に基づく目標値、令和5年度以降は後期基
本計画に基づく目標値）、下段は実績値

令和07年06月20日(金)

算出式・説明（下段）

芸術鑑賞や文化活動を行う市民の割合

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 郷土の歴史・文化の継承と活用 期間 施策担当部課名 教育部 文化振興課令和5年～令和9年

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

文化・芸術に対する市民の重要度は低く、満足度は高
い。

地域固有の伝統や文化財については、急激な時代の流
れの中で、その維持・継承が困難となっている。一
方、文化財を観光資源として活用するなど、幅広い活
用も進んでいる。また、市民が文化芸術に触れる機会
の創出や文化芸術活動への支援が求められている。

市民が行う文化芸術活動の支援
深谷が誇る歴史や文化の保存・継承・活用
郷土にゆかりのある偉人や歴史を紹介する取組

郷土の誇る歴史や文化を保護・継承し、それらに触れる
機会を充実させ、市民の郷土意識を深めることや、郷土
の偉人の業績に触れるイベントなどを通じて、市民団体
や市民と来訪者の交流を盛んにすることを目的とする。
市民が行う文化芸術活動の支援、市内の重要文化財を保
存・活用、郷土にゆかりのある偉人や歴史を紹介する取
組を行うものである。

目的・
対象郷土の歴史・文化の継承と活用

主要プロジェクト

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


